


川崎病の診断基準により診断された症例で急性期の症状が重篤な経過を示した

例,経過中の検査値の正常化の遅延した例,罹患後遠隔期に心電図異常,心雑音

の聴取された症例に選択的冠動脈造影を施行した。

症例は 45例で,男 26例,女 19例であった。45例中 17例に冠動脈変化(Coronary

Artery Involvement)があり,38%を示した。


